


・ 将来の生活に生きる力につながる内容を「日常生活の指導」
  「遊びの指導」「生活単元学習」「作業学習」といった「各教科
　 等を合わせた指導」の学習の単元や題材として設定し、年齢や
　 障害の状態、発達段階に応じて指導していきます。
・「文字」「言葉」「計算」「コミュニケーション」等の教科や
　 自立活動の指導内容を「合わせた指導」として「基礎的な学習
　 の時間」を設定し、日常的に繰り返し取り組む中で生活に生き
    る学力等を身につけていくことをねらいます。
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文化的活動による自己表現の力や
福祉就労・企業就労など地域の中
でともに活動できる力を育てるコ
ース
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※学校医（内科・整形外科・眼科・耳鼻科・神経科・歯科・薬剤師）７名




